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お知らせや最新情報を発信しています！

厚真町ホームページ
トップページ下部のバナーから

エリアで探す→胆振→厚真町

厚真町公式ＳＮＳ

今月の表紙

広報あつまはインターネットでも！

２ ひとのうごき
３－５ 第20回統一地方選挙
６－９ 町からのお知らせ
10 重層的支援体制整備事業
11 厚高インフォ／よりみち通信

12－13 まちの話題
14－15 国民年金
16－17 保健の掲示板
18 健康情報
19 子育て支援センター
地域おこし協力隊

20 防災のページ
21 厚真町応援デー
住宅用火災警報器を設置しましょう

22 まちのアイドル／こぶしの湯あつま
自衛官募集

23 情報ひろば
24 ATSUMA　LOVERS

４月27日～５月31日届出分
※�窓口などで、広報紙への掲載について確認できた方を掲載
しています。

５月31日現在　（　）内は前月比

人　口　4,342人（－11)
男 2,189人　女 2,153人

世帯数　2,129世帯（－４）

ひとのうごき

町内では田植えシーズンを迎えま
した。五月晴れに恵まれた５月12日、
桜丘地区の熊沢和明さん方の田んぼで
は、親類の堀田英慎さんがハンドルを
操り、出来秋に期待を込めて水鏡のよ
うな水田に苗を植えました。

有 権 者 数 3,599人
投 票 者 数 2,311人
棄 権 者 数 1,288人
投 票 率 64.21%
前回投票率 73.50%

有 権 者 数 3,590人
投 票 者 数 2,788人
棄 権 者 数 802人
投 票 率 77.66%
前回投票率 無投票

氏  名 党 派 区分 得 票 数
門別　芳夫 無所属 新 27票

当 鈴木　直道 無所属 現 1,816票

池田　真紀 無所属 新 438票

三原　大輔 無所属 新 11票

氏　　名 党派 区分 得票数 氏　　名 党派 区分 得票数
当 吉岡　茂樹 無所属 現 208票 当 寺坂　康生 無所属 新 228票
当 秋 永　 徹 無所属 現 122票 当 渡部　孝樹 無所属 現 427票
当 折坂　泰宏 無所属 新 278票 下司　義之 無所属 現 112票

森田　正樹 無所属 現 59票 当 菅原　文子 無所属 新 141票
当 髙田　芳和 無所属 現 193票 当 澤口　千里 無所属 新 336票
当 橋 本　 豊 無所属 現 173票 当 三國　和江 無所属 現 213票
当 伊藤富志夫 日本共産党 現 276票

　第20回統一地方選挙

北海道知事選挙

町議会議員選挙

５月12日、町議会議員改選後初の臨時町議会が開かれ、議長、副議長、監査
委員の選挙と、各委員会の議員構成が決まりました。（名前は、議席番号順）町議会構成

議 長　渡部孝樹
副 議 長　吉岡茂樹
監 査 委 員　髙田芳和

総務文教常任委員会
委 員 長 伊藤富志夫　副委員長 澤口千里
委 員 菅原文子、秋永徹、三國和江

産業建設常任委員会
委 員 長 橋本豊　副委員長 折坂泰宏
委 員 寺坂康生、髙田芳和、吉岡茂樹

議会運営委員会
委 員 長 三國和江　副委員長 伊藤富志夫
委 員 橋本豊、髙田芳和、吉岡茂樹

議会広報特別委員会
委 員 長 秋永徹　副委員長 寺坂康生
委 員 澤口千里、菅原文子、伊藤富志夫、髙田芳和

北海道胆振東部地震復興特別委員会
委 員 長 伊藤富志夫　副委員長 秋永徹
委 員 �澤口千里、寺坂康生、折坂泰宏、菅原文子、

橋本豊、髙田芳和、三國和江、吉岡茂樹

新庁舎周辺等整備調査検討特別委員会
委 員 長 吉岡茂樹　副委員長 髙田芳和
委 員 �澤口千里、寺坂康生、折坂泰宏、菅原文子、

秋永徹、橋本豊、伊藤富志夫、三國和江

胆振東部消防組合
議会議員 秋永徹、折坂泰宏

安平・厚真行政事務組合
議会議員 菅原文子、寺坂康生

胆振東部日高西部衛生組合
議会議員 橋本豊、澤口千里

※立候補の届け出順
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多くの皆さまのお支えのもと初当選をさせていただき、
大きな期待をかけていただいておりますことに、感
謝申し上げます。
責任と覚悟を持って、「皆さまの不便をそのままにせず、
『あったらいいな』を実現したい」との思いで町政に
取り組み、子育て世代の代表としても声を上げてま
いります。
今回の選挙を通じ、厚真町には多くの魅力や可能性
があると改めて認識しました。皆さまと共に、新し
い未来を描いていきたいと思っております。

このたびの町議会議員選挙にあたり、多くの町民の
皆さまから温かいご支援と激励を賜り、新人議員と
して町政へと携わる機会をいただきました。心より
感謝申し上げます。
震災から４年が経過しました。今後は、これまで以
上に皆さまが「まさに安心して過ごせるまちづくり」
を推進していかなければなりません。町民の皆さま
の負託にこたえるべく全身全霊をもって取り組んで
まいります。皆さまのご指導ご鞭撻宜しくお願い申
し上げます。

このたびの町議会議員選挙にあたり、多くの町民の
皆さまからの温かいご支援と笑顔に励まされ、無事
当選を果たすことができました。心から感謝申し上
げます。
「子どもたちや若い世代が将来に希望を持てる地域づ
くり・ひとづくり」「町民が抱える困りごとの解決」「議
会⇒住民に対する責務の明確化の促進」を重点目標
として、皆さまとの対話を大切に問題解決に向けて
務めてまいります。ご指導ご鞭撻のほどよろしくお
願い申し上げます。

このたびの町議会議員選挙にあたり、多くの皆さま
から温かいご支援と激励を賜り、２期目の町政への
機会をいただきました。改めて身の引き締まる思い
であります。
私は、町民が安全安心して暮らせる健康なまちづくり、
地域コミュニティの再生、農林漁業・商工業の振興
など、多くの課題について皆さまと共に取り組みた
いと思います。そして、次世代を担う皆さまのために、
夢と希望が持てる厚真町を築きあげていきたいと思
います。

このたび、町議会議員選挙に当選し、３期目を迎え
ます。皆さまには本当に多くのご支援をいただき、
心からお礼を申し上げます。
３期目という事で議会での働きは増していきます。
皆さまの期待に応えるよう全力を尽くします。特に、
地方政治の民主主義的発展をめざします。また、学
校給食の負担軽減・無料化を求め、森林・農業を生
かした脱酸素社会をめざします。町民に開かれた議
会をめざします。皆さまどうぞ宜しくお願いします。

町議会議員選挙にあたり、再度町政参画の機会をい
ただき、大変光栄に思うと共に身が引き締まる思い
です。
胆振東部地震からの復興途上の中、被災記憶を風化
させない被災地として教訓を生かし、多事多難な激
動時代に愛郷無限の精神で町民福祉の向上や地域の
安寧を願い、全ての町民の皆さまが安全安心に暮ら
し輝くことができる町づくりを全身全霊で取り組ん
でまいります。今後とも、変わらぬご指導ご鞭撻を
よろしくお願い申し上げます。

このたびの町議会議員選挙で、２期目の町政への参
画の機会をいただき、心から感謝とお礼を申し上げ
ます。
震災の復旧・復興は、関係機関のご尽力で多岐にわ
たり進んでいますがまだまだ道半ばです。人口減少
を止めるべく、基幹産業の農業の振興、商工業の推進、
社会福祉の体制強化、子育て世帯の支援体制の充実、
災害に強い町づくりのために、各世代が直面する問
題や声をしっかり届けます。皆さまのご指導をお願
いいたします。

このたびの町議会議員選挙におきまして、多くの町
民の皆さまから温かいご支援を賜り３期目の町政参
加の機会をいただきました。使命の重さに身の引き
締まる思いです。
私は、町民の皆さまと約束した政策の実現と、二元
代表制の一員として常に町民目線で議員活動に取り
組み、住み続けたいまち「あつま」をめざし活動し
てまいります。今後とも変わらぬご指導ご鞭撻をい
ただけますようお願い申し上げ、ごあいさつとさせ
ていただきます。

このたびの町議会議員選挙にあたり、多くの町民の
皆さまから温かいご支援と激励を頂戴し、４期目の
町政参画の機会をいただき、改めまして心から感謝
申し上げます。
「対話のまちづくり」「公平なまちづくり」「協働のま
ちづくり」をテーマに、３期12年間取り組んでまい
りました。４期目は「大いなる田園都市あつま」を
目指し、地域振興・福祉・教育・子育てなどの諸課
題に取り組み、住み良いまちづくりをめざして努力
してまいります。

このたびの町議会議員選挙で、多くの皆さまからい
ただいた多大なご支援に心からの感謝の気持ちと、
町政への参画機会をいただいた責任の重さに身の引
き締まる思いです。
震災後、新型コロナウイルス感染症の拡大や物価高
騰の波が押し寄せ、大きな影響がありました。町内
経済をより前進させて若い世代の方たちが活躍し、
高齢者の皆さまと共に手を取り合う優しいまちづく
りをめざし、全力で頑張ります。どうぞよろしくお
願いいたします。

子どもの笑顔が
厚真の笑顔

安心して過ごせる
まちづくりを

「この町に住んでいて良かった」
と実感できるまちづくりを

地方政治の民主主義的発展
をめざします

すべての人が心ゆたかに
暮らせるまちに…

住み続けたいまち「あつま」
をめざします愛郷無限の精神で

厚真の未来に向けて
地域づくり・ひとづくり

次世代へ夢を繋ぐ
まちづくり

あつい想いで
町民とのかけはしに！

澤口千里

折坂泰宏橋本 豊

伊藤富志夫

吉岡茂樹

髙田芳和渡部孝樹

菅原文子

秋永 徹 寺坂康生

専従者／無所属／①

〔共和・33歳〕〔本郷・64歳〕

〔軽舞・51歳〕〔高丘・64歳〕〔豊丘・71歳〕

〔共栄・60歳〕

〔豊沢・68歳〕

〔新町・68歳〕 〔富里・67歳〕 〔京町・43歳〕

会社役員／無所属／①

農業／無所属／①農業／無所属／②

無職／日本共産党／③

会社役員／無所属／④

無職／無所属／③会社役員／無所属／⑥

会社員／無所属／①

農業／無所属／②

町議会議員選挙にあたり、町民の皆さまからの温か
いご支援をいただきました。４期16年の知識と経験
をさらに生かし、皆さまの生の声を町政に伝えたい
と思います。
課題は多岐にわたりますが、商工業対策や福祉対策、
災害対策など、今、身の回りで起きている問題に向
き合い、これまでの経験を生かしながらしっかりと
地に足をつけて、町民の皆さまのご希望に丁寧に寄
り添ってまいりたいと思います。ご指導よろしくお
願いいたします。

ここに住んで良かったと
思える町づくり

三國和江〔京町・75歳〕

無職／無所属／⑤

　
皆さまの
負託に
応えます

新議員11人

※議席番号順
※  は職業／党派／当選回数

令和５年６月号令和５年６月号 2023年６月号2023年６月号5 4



町からのお知らせ

対象
①65歳以上の独居高齢者世帯
②�65歳以上の高齢者のみの世帯（18歳未満の同
居者がいる場合を含む）

③�身体障害者手帳３級以上または５級以上の肢
体不自由者のみの世帯（65歳以上または18歳
未満の同居者もしくはその両方が同居する場
合を含む）

④母子家庭の世帯
⑤その他町長が特に必要と認めた場合

助成金額
駆除に要した費用の２分の１以内�
※駆除１件あたり上限5,000円

提出書類
�申請書、駆除業者の領収書の写し
駆除作業前後の写真

夏から秋にかけて、スズメバチの活動が活発とな
り、軒先などに巣をつくります。スズメバチは攻撃
性が高く、不慣れな人が駆除しようとすると刺傷被
害の原因にもなり、最悪の場合、死に至る大変危険
なハチです。
巣が大きくならないうちに専門知識のある業者に

駆除してもらうのが最も安全です。駆除業者の紹介
も行いますので、お問い合わせください。

防護服を着用せずに駆除することは、大変危険で
すので絶対にやめてください。ご自身で駆除する方
に防護服を無償で貸し出しています。事前にご予約
ください。

スズメバチの駆除は、専門業者に頼みましょう。

どうしても自分で駆除したい場合は

住民課 町民生活グループ　☎ 26‒7871
（総合ケアセンターゆくり内）スズメバチ駆除費用助成

スズメバチの駆除費用の一部を助成します。

除草剤の使用により、道路の路肩やのり
面に草や根が無くなると、土がもろくなり、
少しの雨でも路肩が崩れてしまい非常に
危険です。
道路周辺には、除草剤の過度な使用を

避けるようにお願いします。

草や根がなくなり
土がもろくなる

建設課 土木グループ　☎ 27‒2451除草剤の使用について
除草剤を使用する際は、道路の路肩やのり面の草を枯らさないように注意してください。

道路

厚真町コミュニティ運動推進協議会事務局　☎ 27-3179
（まちづくり推進課 企画調整グループ）ガーデニング講習会

ご家庭で手軽に楽しくできるガーデニング講習会を行います。

日　時　６月29日（木）　13時30分から

会　場　表町公園（表町45）
※雨天時は総合福祉センター大集会室

講　師　梅原商店　梅原智哉氏

内　容　�ご家庭で手軽に楽しくできる�
花の寄せ植え講習

定員 　25人

参加費　1,500円（材料費など）

持ち物　シャベル、軍手

申し込み　�６月22日（木）までに電話でお申し込み
ください。

町では、乳幼児等・ひとり親家庭等・重度心身障害者の医療費を助成しています。
医療給付サービス 住民課 町民生活グループ　☎ 26-7871

（総合ケアセンターゆくり内）

受給者証の
区分表示

公費負担者番号の
頭文字 自己負担額

乳初 「90」「91」「92」 初診時一部負担金のみ
（医科：580円、歯科：510円）

乳課 「90」「92」 初診料を含めて１割に相当する額
上限57,600円／月（多数該当：44,400円／月）

受給者証の
区分表示

公費負担者番号の
頭文字 自己負担額

親初 「93」「94」「95」 初診時一部負担金のみ
（医科：580円、歯科：510円、柔道整復師：270円）

親課 「93」「95」
初診料を含めて１割に相当する額
入院の上限57,600円／月（多数該当：44,400円／月）
通院の上限18,000円／月（年間上限：144,000円）

受給者証の
区分表示

公費負担者番号の
頭文字 自己負担額

障初
老初 「45」「46」「47」 初診時一部負担金のみ

（医科：580円、歯科：510円、柔道整復師：270円）

障課
老課 「45」「47」

初診料を含めて１割に相当する額
入院の上限57,600円／月（多数該当：44,400円／月）
通院の上限18,000円／月（年間上限：144,000円）

乳 幼 児 等 医 療 費

ひとり親家庭等医療費

重度心身障害者医療費

●�乳幼児等医療受給者証は全道の医療機関で 
使用できます
全道の医療機関で使用できます。医療機関等を受
診した際は、必ず保険証と一緒に受給者証を窓口
に提出するようお願いします。

●受給者証が更新されます
現在お持ちの各受給者証の有効期間は7月31日（月）
までです。
該当者には、新しい受給者証を7月24日(月)ごろか
ら送付しますので、7月31日（月）までに届かない場
合は、ご連絡ください。

対象者

対象者

対象者

対象となる医療費

対象となる医療費

対象となる医療費

０歳～小学生

ひとり親家庭（母子家庭、父子家庭）の母親または父親とお子さん（親
に扶養されている20歳までの方）

・�身体障害者手帳１～３級を交付されている方（３級は内部障害のみ）
および重度の知的障害のある方（おおむねIQ50以下の方）
・精神保健福祉手帳１級の認定を受けている方（通院のみ）
※65歳以上の方は、後期高齢者医療制度に加入が必要です

０歳～未就学児▶入院・通院費　　小学生▶入院費

入院・通院費

入院・通院費
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町からのお知らせ

厚真町コミュニティ運動推進協議会事務局　☎ 27-3179
（まちづくり推進課 企画調整グループ）

住民課 子育て支援グループ　☎ 26-7872
（総合ケアセンターゆくり内）

花いっぱいフェスタ作品募集

子育て世帯生活支援特別給付金

環境美化活動によるすてきな庭や花壇情報をお寄せください。

食料品などの物価高騰で、特に影響を受ける低所得の子育て世帯へ特別給付金を支給しています。

内　容
花で彩られた庭や花壇、ハンギングバスケット、プランターな
どの作品を募集します。
作品の写真は、広報紙などで紹介します。
個人の部と団体の部があり、個人の部で応募された方には花の
商品券を差し上げます。
※審査はありません。

対　象
町内の個人・自治会・団体が管理する庭や花壇など

応募方法
各自治会のコミュニティ運動推進委員または自治会長にご連絡
ください。自薦・他薦は問いません。

募集期間
7月19日（水）まで
見ごろに合わせて希望日に写真撮影に伺います。

対象者
①�令和４年度に実施した「子育て世帯生活支援特別
給付金」（前回の給付金）の受給者
②�①以外の方で、今年４月２日時点で18歳未満の
子（障害児は20歳未満）を養育し、次のいずれか
に該当する方
⑴令和５年度分の住民税均等割が非課税の方
⑵�令和５年１月以降に収入が減少し、住民税非
課税相当の収入となった方（家計急変者）

※令和６年２月29日までに生まれる新生児も対象
※ひとり親世帯分の給付金を受け取った方は除く
※申請には税の申告が必要

支給額
児童１人あたり一律５万円

申請・支給
・①の方…５月31日（水）に給付金を支給済みです。
・②の方…�申請が必要です。申請書と必要書類を窓

口に持参または郵送で提出してください。
※②の⑴の方は、お知らせと申請書を郵送します。
※�申請書は住民課子育て支援グループと上厚真支所
で配布のほか、町ホームページからもダウンロー
ドできます。

受付期間
令和６年２月29日（木）まで
※�給付金の対象者で、新生児の出生届出が令和６年
２月29日以降となる場合のみ、令和６年３月15
日（金）まで受け付けます。

北海道後期高齢者医療広域連合 ☎ 011-290-5601
住民課 町民生活グループ　☎ 26-7871

（総合ケアセンターゆくり内）後期高齢者医療制度
令和５年度の保険料のお支払いと保険証（被保険者証）の一斉更新について

令和５年度の保険料は
７月に個別に

お知らせします。

◦�現在ご使用の保険証の有効期限は７月31日（月）をもって満了となるため、８月
以降は使用できなくなります。
◦�７月中に新しい保険証を交付しますので、お手元に届きましたら、黄色の保険

証をご使用ください。
◦�紛失したときや、汚れたときは再交付しますので、住民課町民生活グループま
でお申し出ください。

◦�災害、失業などによる所得の大幅な減少等で、保
険料を納めることが困難となった方については、
申請により、保険料の徴収猶予や減免が受けられ
る場合がありますので、住民課町民生活グループ
へご相談ください。

保険料の支払いは、原則、年金からの支払いとなりますが、口座振替を希望
することもできます。新規で資格取得された方は、おおむね１年間は普通徴収（口
座振替か納付書払い）となります。口座振替を希望される方は、本人の保険証、
通帳、お届け印を持参して住民課町民生活グループへお申し出ください。口座
振替に切り替わる時期は、お申し出の時期により異なります。
税申告の際の社会保険料控除は、お支払いする方に適用されます。年金から

のお支払いの場合は本人が対象になります。

世帯の所得に応じて、次のとおり３段階の軽減があります。

◦�この制度に加入したとき、被用者保険の被扶
養者だった方は、負担軽減の措置として、所
得割がかからず、制度加入から２年を経過し
ていない期間のみ、均等割が５割軽減となり
ます。（51,892円→25,946円）

◦�被保険者と世帯主の所得の合計で判定します。
◦�被保険者ではない世帯主の所得も判定の対象とな
ります。
◦�65歳以上の方の公的年金等に係る所得について
は、さらに15万円を差し引いた額で判定します。

※�給与所得者等とは、以下のいずれかに該当する方
となります。
◦給与等の収入金額が55万円を超える方
◦�公的年金の収入金額が60万円(65歳未満）､125
万円(65歳以上)を超える方

◦�現在ご使用の減額認定証の有効期限は７月31日（月）をもって満了となるため、
８月以降は使用できなくなります。

◦�引き続き交付対象に該当する方は、７月中に減額認定証を交付しますので、８
月からは黄緑色の減額認定証をご使用ください。

◦�新たに必要となる方は、下記の交付要件に該当することをご確認の上、住民課
町民生活グループへ申請してください。

保険証（被保険者証）が新しくなります

保険料の減免

均等割の軽減

被用者保険の被扶養者だった方の軽減

減額認定証（限度額適用・標準負担額減額認定証）が新しくなります

新しい保険証は
黄色です

新しい減額認定証は
黄緑色です

所得が次の金額以下の世帯 軽減割合 年間均等割額
43万円＋10万円×（給与所得者数－1） 7割 15,567円
43万円＋（29万円×世帯の被保険者数)＋10万円×（給与所得者等の数－1） 5割 25,946円
43万円＋（53万5千円×世帯の被保険者数）＋10万円×（給与所得者等の数－1） 2割 41,513円

区分Ⅱ…世帯全員が住民税非課税である方
区分Ⅰ…世帯全員が住民税非課税である方のうち、次のいずれかに該当する方
◦世帯全員の所得が０円の方（公的年金収入のみの場合、受給額が80万円以下の方）
◦老齢福祉年金を受給されている方
※�給与所得がある場合は、給与所得額から10万円を控除して判定

昨年の作品

〔個人の部〕軽舞

〔団体の部〕表町

令和５年６月号令和５年６月号 2023年６月号2023年６月号9 8



■
新
入
生
歓
迎
会
（
４
月
14
日
）

本
校
生
徒
会
の
生
徒
が
企
画
し
た
新

入
生
歓
迎
会
が
、
体
育
館
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
新
入
生
28
人
は
、
生
徒
会
の
係

か
ら
一
人
ず
つ
紹
介
を
受
け
て
、
全
校

生
徒
が
待
つ
体
育
館
に
入
場
し
ま
し
た
。

ス
ラ
イ
ド
を
使
い
、
生
徒
会
、
教
職

員
、
学
校
行
事
、
部
活
動
の
紹
介
な
ど
、

創
意
工
夫
し
た
内
容
で
、
心
の
こ
も
っ

た
温
か
い
歓
迎
会
で
し
た
。

今
回
の
生
徒
会
企
画
で
は
「
ラ
ン
キ

ン
グ
ゲ
ー
ム
」
が
行
わ
れ
、
さ
ま
ざ
ま

な
ラ
ン
キ
ン
グ
を
当
て
て
い
き
ま
し
た
。

新
入
生
に
厚
高
の
こ
と
を
た
く
さ
ん
知
っ

て
も
ら
い
、
安
心
・
安
全
で
充
実
し
た

３
年
間
を
過
ご
し
て
ほ
し
い
と
願
っ
て

い
ま
す
。

■
開
校
記
念
日
（
４
月
20
日
）

歴
史
と
伝
統
あ
る
本
校
『
北
海
道
厚

真
高
等
学
校
』
は
、
開
校
70
周
年
を
迎

え
ま
し
た
。
開
校
以
来
「
よ
き
市
民
、

よ
き
社
会
人
を
育
て
る
」
を
継
続
し
、

地
域
の
多
く
の
皆
さ
ん
に
愛
さ
れ
、
支

え
て
い
た
だ
き
今
が
あ
り
ま
す
。
開
校

記
念
式
典
は
秋
ご
ろ
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
今
年
も
本
校
の
農
業
体
験
や
林
業

体
験
、
職
場
体
験
学
習
、
強
歩
大
会
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
生
徒
が
活
躍

す
る
姿
に
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

■
生
徒
総
会
（
４
月
28
日
）

全
校
生
徒
70
人
が
、
体
育
館
で
生
徒

総
会
を
開
き
ま
し
た
。
令
和
４
年
度
の

活
動
報
告
と
生
徒
会
会
計
決
算
報
告
、

令
和
５
年
度
の
活
動
計
画
と
生
徒
会
会

計
予
算
に
つ
い
て
審
議
し
ま
し
た
。
強

歩
大
会
の
コ
ー
ス
を
変
え
て
ほ
し
い
な

ど
、
各
ク
ラ
ス
代
表
か
ら
の
質
問
に
つ

い
て
生
徒
会
執
行

部
が
回
答
し
、
拍

手
で
原
案
通
り
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

生
徒
総
会
を
通
し

て
、
集
団
で
の
討

議
の
方
法
や
態
度

に
つ
い
て
学
ぶ
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

■
来
校
さ
れ
て
い
る
先
生

厚
真
高
校
に
は
、
多
く
の
先
生
方
が

定
期
的
に
来
校
さ
れ
て
い
ま
す
。
学
習

指
導
員(

毎
週
月
曜)

の
源
九
詔
子
先

生
、
教
育
局
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
ア
マ
ン
ダ
先
生
、

厚
真
町
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
メ
リ
ッ
サ
・
チ
ョ
ウ

マ
ク
シ
ー
先
生
で
す
。
ま
た
、
今
年
度

の
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー(

２
人)

は
、

月
１
回
交
替
で
来
校
さ
れ
て
い
ま
す
。

先
生
方
は
生
徒
の
自
己
実
現
を
助
け
る

役
割
を
果
た
し
、
生
徒
は
さ
ま
ざ
ま
な

先
生
方
と
触
れ
合
う
こ
と
が
で
き
て
い

ま
す
。

Vol.282
学校の取り組みは
ホームページでも！

「よりみち学舎」は
厚真高校と地域が
連携しながら
放課後を利用して

生徒が自ら目標を発見し
挑戦する公営塾です。

二つの「祭り」が今、公営塾でホットな話題になっ
ています。一つ目の祭りは「あつま田舎まつり」です。
前夜祭では厚真市街地で５年ぶりにパレードが再開す

るため、厚高生も全校挙げて出演します。
町内在住の生徒は踊りを覚えていますが、町外から通う生徒は初めての経験です。

ゼロから踊りを覚えるため、あゆみ会の方の指導を受けて練習を重ねます。地域住民
との交流になればと考えています。また、出店が良い経験になるとの我々の思いもあ
り、本祭では公営塾でブースを出そうと計画しています。これから生徒たちと話し合
いますが、サービスを提供することが、貴重な体験になると伝えていくつもりです。
もう一つの祭りは、生徒会が中心となる7月の学校祭です。スローガンや日程が決

まり、個人発表の準備を進める時期でもあります。このコーナーでも何度か話題になっ
ていますが、先輩の姿に憧れてバンドでステージに
立ちたいという生徒がいます。曲を決めて、練習
を繰り返し、リハーサルの日程を決めて…と、不
安半分、期待半分で取り組んでいるようです。
先の入学式では、校長先生から「チャレンジし

なかったことを後悔しないようにしてほしい」と
激励がありました。今年も仕掛けはたっぷり用意
します。厚高生にはさまざまな体験を成長の糧に
してほしいと願っています。

教育魅力化支援員　川嶋　圭

厚真の祭りに
寄せる想い

商品を試作する厚高生

社会福祉法の改正を受けて厚真町は４月から、厚
真町重層的支援体制整備事業をスタートしました。
住民課と町社会福祉協議会が、高齢者や障がい者、
生活困窮者、子育て世代などの一次相談機関となり、
専門部署や専門機関と連携して町民の皆さんの諸問
題を解決します。

重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
と
は

こ
れ
ま
で
の
子
ど
も
・
障
が
い

者
・
高
齢
者
・
生
活
困
窮
者
と

い
っ
た
分
野
別
の
支
援
体
制
で

は
、
対
応
に
も
限
界
が
あ
り
ま
す
。

地
域
住
民
の
複
雑
化
・
複
合
化
し

た
支
援
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
包
括

的
な
支
援
体
制
を
作
る
た
め
、
相

談
支
援
や
地
域
づ
く
り
支
援
の
取

り
組
み
を
生
か
し
、「
属
性
を
問

わ
な
い
相
談
支
援
」「
社
会
参
加

支
援
」「
地
域
づ
く
り
に
向
け
た

支
援
」
の
３
つ
の
支
援
で
構
成
し

て
い
ま
す
。

地
域
づ
く
り
に
向
け
た
支
援
を
実
現
す
る

た
め
、
世
代
や
分
野
を
問
わ
ず
に
交
流
で
き

る
居
場
所
「
み
ん
な
の
お
う
ち　
あ
つ
ま
」

が
、
５
月
10
日
に
開
所
し
ま
し
た
。
労
働
者

協
同
組
合
ワ
ー
カ
ー
ズ
コ
ー
プ
が
、
自
立
相

談
支
援
と
生
活
困
窮
者
支
援
の
た
め
の
地
域

づ
く
り
事
業
を
担
い
ま
す
。
本
郷
地
区
の
定

住
促
進
住
宅
２
棟
を
使
っ
て
町
が
整
備
し
、

総
合
福
祉
相
談
と
つ
ど
い
カ
フ
ェ
を
運
営
し

ま
す
。
町
民
の
皆
さ
ん
の
主
体
的
な
参
加
に

よ
る
「
支
え
合
う
町
づ
く
り
」
を
め
ざ
し
ま

す
。運

営
す
る
の
は
、
労
働
者
協
同
組
合
ワ
ー

カ
ー
ズ
コ
ー
プ
で
勤
務
歴
15
年
の
島
田
修
二

さ
ん
、
訪
問
介
護
・
居
宅
介
護
事
業
所
と
も

い
き
の
里
で
勤
務
し
て
い
た
玉
木
秀
幸
さ

ん
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
豊
厚
園
で
勤
務

し
て
い
た
工
藤
朱
夏
さ
ん
、
ま
ち
な
か
交
流

館
し
ゃ
べ
ー
る
で
障
が
い
者
の
就
労
支
援
に

従
事
し
て
い
た
中
島
知
子
さ
ん
で
す
。

役場住民課（総合ケアセンターゆくり内）
福祉グループ・子育て世代包括支援センター☎26-7872

町社会福祉協議会（京町158）　
町地域包括支援センター☎29－7407　障がい者基幹相談支援センター☎26-7501

労働者協同組合ワーカーズコープ（本郷280-1）　自立相談支援事業所☎29-8006

重層的支援体制整備事業

地域住民

住民課福祉グループ

高齢者
地域包括支援センター

障がい者
障がい者基幹相談支援センター

子ども
子育て世代包括支援センター

生活困窮・就労
自立相談支援機関

町社会福祉協議会

相談支援包括化推進員によるコーディネート

町 内 の
相談対応窓口

5月10日開所

分野を問わない
「一次相談機関」

厚真町重層的支援体制整備事業実施計画は、町ホームページに掲載しています。

職場の仲間や利用者、家族、地域のみん
なと一緒に助け合いながら、『また、立
ち寄りたい』と思ってもらえる空間を提
供できるようにしたいと思います
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オープン初日に桜が咲き始めた大沼野営場

感謝状を手にする畑山さん

木質バイオマス発電
運転を開始

木質バイオマスを使ってエネルギー事業を行う士別市の株式
会社sonraku（ソンラク）は４月26日、幌里地区で「sonraku
厚真バイオマス発電所」の運転を開始しました。
フィンランド製の分散型熱供給システム（ＣＨＰ）は、40
フィートコンテナに納まる大きさで、木材を細かく裁断したウッ
ドチップを燃焼させ、発電と同時に熱を供給します。機械１台
あたりの発電は40kwほどで、北海道電力ネットワークに売電
します。効率的な燃料の流通や二酸化炭素の削減、地域経済へ
の寄与などが期待されます。
同社の井筒耕平代表取締役社長は「年間を通じて、熱を供給
することが課題です。町内の林業関係者とも交流し、将来は地
元からの木材調達も行いたい」と説明。宮坂町長は「今後、さ
まざまな可能性を秘めた事業だと思います」と期待しました。

コンテナに納められた木質バイオマス発電設備

25年にわたり厚真町乳幼児健康診査担当医として尽力された畑
山由起子さんに４月26日、町が感謝状を贈りました。
畑山さんは、小児科医として大学病院での勤務を経て安平町で医

療法人社団畑山医院の理事長に就任。平成９年から、厚真町乳幼児
健康診査担当医として、これまでに延べ約４千人以上の乳幼児の健
康管理を続けて保健医療環境の改善に尽力されました。
畑山さんは、町長と思い出話に会話を弾ませながら「良き後継者

もできました。お世話になりました」と話すと、宮坂町長は「長い
間、大変お世話になり有難うございました」と感謝しました。

医師の畑山由起子さんに感謝状贈呈

木々に囲まれ水辺に癒されるロケーションが人気の大沼野
営場が、大型連休前日の４月28日にオープンし、平日にも
かかわらず待ちわびたキャンパーがアウトドアライフを楽し
みました。
今年から、指定管理者制度を導入して株式会社ダイナック
スが管理・運営し、管理棟内でバーベキュー用の肉やまきを
販売しているほか、大型のスチール製ごみ箱も設置しました。
初日は、午後から10組ほどが訪れて思い思いの場所にテ
ントを設営。火起こしして、バーベキューなどに舌鼓を打ち
ました。
今シーズンは、８月末まで野営場を開放する予定で、その
後は場内の環境を整備する予定です。

大沼野営場オープン

（写真上）善行賞を受けた岩倉建設株式会社代表取締役の鈴木さん（中央）
（写真下）善行賞を受けた菱中建設株式会社代表取締役社長の山崎さん（中央）

包括連結協定書に署名した宮坂町長と空閑学長

青空の下で旗やイラストパネルで交通安全
を呼びかける参加者たち

町は、企業版ふるさと納税を活用して地域振興などに寄与した建設会
社２社に善行賞を贈りました。
贈呈したのは、岩倉建設株式会社と菱中建設株式会社。両社は、いず
れも「住みたい・訪れたい空間づくり事業」に役立てて欲しいと申し出
て、岩倉建設株式会社が500万円、菱中建設株式会社が150万円を寄付
しました。
４月25日には岩倉建設株式会社代表取締役の鈴木泰至さんへ、５月
１日には菱中建設株式会社代表取締役社長の山崎啓二さんにそれぞれ賞
状と記念品を贈り、宮坂町長が謝意を伝えました。

町と室蘭工業大学は５月８日、共にまちづくりに取り組むパー
トナーとして協力を図るための包括連携協定を締結しました。
協定は、①まちづくり・環境・防災に関する事項②地域振興
に関する事項③人材育成に関する事項を柱としていて、相互に
合意した事業について協働で取り組みます。
協定締結は、室蘭工業大学で行われ、宮坂町長と空

く
閑
が
良
よし
壽
かず
学

長が協定書に署名しました。
宮坂町長は「締結を一つの契機として、地域創生に結びつけ
たいと思っています。新しい技術を活用し、町の振興や町民の
皆さんの生活の質や生活空間の向上を図っていきたい」と期待。
空閑学長は「大学と厚真町が持つ資源を有効に活用して、大学
として非常に意味のある地域の課題解決と活性化、広い視点で
の人材育成に寄与したい」と話しました。

春の全国交通安全運動初日の５月11日、町交通安全推進委員会の
街頭啓発が厚真市街地で行われました。
運動の重点目標は、子どもをはじめとする歩行者の安全確保、横断
歩行者事故等の防止と安全運転意識の向上、自転車のヘルメット着用
と交通ルールの遵守の徹底。町内の事業所や厚真高校生など１１６人
が参加し、交通安全ののぼり旗や手作りのイラストパネルを掲げて、
道行くドライバーに安全運転を呼びかけました。

町が建設会社２社に善行賞を贈る

町と室蘭工業大学が
包括連携協定を締結

116人が春の全国交通安全運動で
セーフティコール
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国
民
年
金

国
民
年
金

国
民
年
金
は
、
20
歳
以
上
の
国
民
み
ん
な
が
加
入
す
る

大
切
な
制
度
で
す
。
一
人
で
も
多
く
の
方
に
国
民
年
金
に

つ
い
て
理
解
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
年
４
回
に
分
け
て
、

仕
組
み
な
ど
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

国
民
年
金
に
は
、
保
険
料
の
免
除
制
度

が
あ
り
ま
す
。
収
入
の
減
少
や
失
業
等
に

よ
り
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
経
済
的
に

難
し
い
と
き
は
、
免
除
制
度
を
ご
活
用
く

だ
さ
い
。

全
額
免
除
さ
れ
た
期
間
は
、
将
来
年
金

を
受
け
取
る
際
に
全
額
納
付
し
た
場
合
の

２
分
の
１
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、
手
続
き
を
せ
ず
未
納
と
な
っ
た

り
、
一
部
免
除
が
承
認
さ
れ
た
期
間
を
未

納
に
し
て
い
た
場
合
は
年
金
額
に
は
反
映

さ
れ
ま
せ
ん
。

申
請
に
は
、
本
人
、
配
偶
者
（
別
居
中

の
配
偶
者
を
含
む
）、
世
帯
主
の
そ
れ
ぞ

れ
の
前
年
所
得
な
ど
の
審
査
が
あ
り
ま
す
。

令
和
５
年
７
月
分
か
ら
令
和
６
年
６
月

分
の
保
険
料
の
免
除
申
請
は
７
月
か
ら
受

け
付
け
ま
す
。
申
請
か
ら
２
年
１
カ
月
前

ま
で
の
期
間
に
つ
い
て
、
さ
か
の
ぼ
っ
て

申
請
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

◆
申
請
の
前
に
…

○
申
請
は
原
則
、
毎
年
必
要
で
す
。

〇�

失
業
等
に
よ
り
離
職
票
ま
た
は
雇
用
保

険
受
給
資
格
者
証
を
お
持
ち
の
場
合

は
、
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

○�
不
慮
の
事
故
や
病
気
が
発
生
し
て
か
ら

申
請
を
行
っ
て
も
、
障
害
基
礎
年
金
の

受
給
資
格
要
件
に
算
入
さ
れ
ま
せ
ん
。

○�

申
請
前
に
納
付
さ
れ
た
保
険
料
は
、
将

来
受
け
取
る
年
金
額
に
反
映
さ
れ
、
お

返
し
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

○�

口
座
振
替
を
利
用
さ
れ
て
い
る
場
合
、

全
額
免
除
ま
た
は
納
付
猶
予
が
承
認
さ

れ
た
時
点
で
一
時
停
止
と
な
り
ま
す
。

承
認
期
間
が
終
了
し
た
と
き
に
口
座
振

替
が
再
開
さ
れ
ま
す
の
で
ご
承
知
く
だ

さ
い
。

○�

前
年
の
所
得
が
未
申
告
の
方
は
、
住
民

課
税
務
グ
ル
ー
プ
で
所
得
の
申
告
を
済

ま
せ
て
く
だ
さ
い
。
前
年
の
所
得
が
な

か
っ
た
方
も
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

50
歳
未
満
の
方
に

「
納
付
猶
予
」
制
度

50
歳
未
満
の
方（
学
生
以
外
）で
、
本

人
、
配
偶
者
（
別
居
中
の
配
偶
者
を
含
む
）

の
前
年
所
得
な
ど
が
一
定
以
下
の
場
合
、

保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。
老
齢

年
金
の
受
給
資
格
の
期
間
に
反
映
さ
れ
ま

す
が
、
年
金
額
へ
は
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。

20
歳
以
上
の
学
生
さ
ん
に

「
学
生
納
付
特
例
」
制
度

学
生
の
方
が
、
申
請
に
よ
り
保
険
料
の

納
付
が
猶
予
さ
れ
る
制
度
で
す
。
こ
の
制

度
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
将
来
の
年
金
受

給
権
の
確
保
だ
け
で
な
く
、
万
一
の
事
故

な
ど
で
障
害
を
負
っ
た
と
き
の
障
害
基
礎

年
金
の
受
給
資
格
を
確
保
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

申
請
に
は
、
本
人
の
前
年
の
所
得
基
準

な
ど
の
審
査
が
あ
り
ま
す
が
、
世
帯
主
、

配
偶
者
の
所
得
は
関
係
し
ま
せ
ん
。
老
齢

年
金
の
受
給
資
格
の
期
間
に
反
映
さ
れ
ま

す
が
、
年
金
額
へ
は
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。

障
害
基
礎
年
金
や
生
活
保
護
を 

受
け
て
い
る
方
に「
法
定
免
除
」制
度

障
害
基
礎
年
金
、
障
害
厚
生
年
金
の
１

級
・
２
級
の
受
給
権
者
、
生
活
保
護
法
に

よ
る
生
活
扶
助
を
受
け
て
い
る
方
、
ハ
ン

セ
ン
病
療
養
所
、 

国
立
保
養
所
な
ど
に
入

所
し
て
い
る
方
は
保
険
料
が
免
除
さ
れ
ま

す
。※

法
定
免
除
に
該
当
す
る
方
で
も
保
険

料
の
納
付
を
申
し
出
る
こ
と
で
、
前
納
や

口
座
振
替
を
利
用
し
て
保
険
料
を
納
め
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

経
済
的
に
保
険
料
が
納
め
ら
れ
な
い

方
に
「
申
請
免
除
」
制
度

国
民
年
金
の
保
険
料
を
納
め
る
の
が
難
し
い
方
に

知
っ
て
ほ
し
い
４
つ
の
制
度

保
険
料
の
免
除
制
度
を
ご
活
用
く
だ
さ
い

相談・問い合わせ

ねんきん加入者ダイヤル　☎0570-003-004
受付時間　月曜～金曜日　８時30分～19時　第２土曜日　９時30分～16時
※休日・祝日（第２土曜日を除く）、12月29日～１月３日は利用できません。

住民課 町民生活グループ（総合ケアセンターゆくり内）　☎26-7871
日本年金機構苫小牧年金事務所　☎0144-36-6135

KOKUMIN NENKIN

令和５年度の国民年金保険料

月額16,520円 
納付は口座振替が便利です。また、前納すると割引が
あります。詳しくは、住民課町民生活グループ（総合
ケアセンターゆくり内）までお問い合わせください。

住民課　町民生活グループ
（総合ケアセンターゆくり内）

却下

・�お手元の納付書
で保険料を納め
てください。
・�納付書を紛失さ
れた場合は年金
事務所にご連絡
ください。

※50歳未満の方が対象

・�後日送付される一部納付用の納付
書で保険料を納めてください。

一部納付月額保険料額
（令和５年度）

４分の１納付 4,130円
半 額 納 付 8,260円
４分の３納付 12,390円

※�決められた保険料を納めないと
未納扱いとなります。

・�令和６年７月以降も免除を希望する場合は、
毎年７月に申請を行う必要があります。

・�申請書の継続希望欄で「希望しません」に記入
しなかった場合、翌年度以降は申請しなくても
申請があったものとみなされ審査が受けられます。
・�上記の内、納付猶予が承認された次の年度にお
いて全額免除の審査基準に該当する場合、原則
その年度以降は全額免除のみの審査となります。
※�失業を理由とする承認を受けた方は、翌年度も
申請が必要です。

令和５年７月から令和６年６月まで
保険料が免除または納付猶予となります。

一部納付 全額免除 納付猶予

日 本 年 金 機 構

後日、審査結果の通知はがきが郵送されます。
審査期間中に催告状等が届く場合もありますのでご了承ください。

申
請

審
査

結
果
の
通
知

保
険
料
の
納
付

次
年
度
の
手
続
き

申請書を提出
申
請
書

免 除 申 請免 除 申 請
手続きのながれ手続きのながれ
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住民課 健康推進グループ　☎26‒7871（総合ケアセンターゆくり内）

健診・検診・相談・教室など

肺がん・結核検診（未受診者検診）
対 象 35歳以上の方で６月５日～９日に実施した検診の未受診者（65歳以上は結核検診を兼ねます）
とき・ところ ７月27日（木）15時～15時45分　厚南会館　　17時～18時　総合ケアセンターゆくり

胃がん検診（要事前申し込み）
対 象 40歳以上の方（無料）
とき・ところ ７月９日（日）～11日（火）総合ケアセンターゆくり　　７月14日（金）・15日（土）厚南会館
内　 容 胃バリウム検査　※詳細は住民課健康推進グループにお問い合わせください。

大腸がん検診（要事前申し込み）
対 象 40歳以上の方（無料）
とき・ところ ７月３日（月）～19日（水）　総合ケアセンターゆくりまたは厚南会館に提出

内　 容 便潜血検査法（２日間法）　※自宅で２日分の便を採取、提出してください。
※詳細は住民課健康推進グループにお問い合わせください。

乳幼児相談
対 象 ２カ月から１歳２カ月までのお子さんと保護者
とき・ところ ７月７日（金）10時～11時15分（受付）　厚南子育て支援センター
持 ち 物 母子健康手帳、バスタオル

と き ６月16日（金）、７月21日（金）
10時～15時（１人あたり50分程度）

と こ ろ 総合ケアセンターゆくり

申し込み １週間前までにお申し込みください。
（住民課 健康推進グループ）

こころの相談

保健所の相談

新型コロナワクチン
臨床心理士が、本人やご家族
のこころの健康や子育ての悩
みを抱える親御さんの相談に
応じます。

新型コロナワクチン
インターネット予約は
こちらから

問い合わせ　苫小牧保健所 ☎0144-34-4168

生後６カ月～４歳
〔使用ワクチン〕ファイザー社生後６カ月～４歳用ワクチン
※�接種を希望される方は、住民課健康推進グループまで

ご連絡ください。
５～11歳

〔使用ワクチン〕ファイザー社５～11歳用ワクチン
初回接種（１、２回目）：起源株ワクチン
追加接種（３回目）：オミクロン株対応２価ワクチン
※�５歳の誕生日を迎えた方や初回接種を希望される方は、

接種券の交付申請の手続きが必要です。
12歳以上

〔使用ワクチン〕ファイザー社ワクチン／モデルナ社ワクチン
令和５年春開始接種：オミクロン株対応２価ワクチン
※�５月～８月実施の令和５年春開始接種は、65歳以上の

高齢者、５～64歳の基礎疾患を有する方、医療従者等
が対象です。65歳以上の方は、接種時期が来た方から
順次、接種券を送付します。その他の方は、接種券の
交付申請の手続きが必要となります。

※�12歳の誕生日を迎えた方で接種を希望される方は、接
種券の交付申請が必要です。

厚真町へ転入された方
厚真町へ転入された方で接種券が届かない方は、接種券
の交付申請手続きが必要です。

相 談 ・ 検 査 の 名 称 日　程
女性の健康相談

７月19日（水）妊娠、出産、子育てなど女性の心身
の相談
肝炎ウィルス検査・梅毒検査

７月４日（火）
７月18日（火）感染が疑われる方は無料

（要事前確認）
骨髄バンク登録 要事前予約

（随時受付）登録の基準があります
HTLV－１抗体検査

７月18日（火）
20日前までに予約してください
ＨＩＶ検査（エイズ相談） ７月４日（火）

７月18日（火）無料、匿名検査（要事前確認）
エイズ専用電話☎0144-35-7474

こどもの予防接種

予約時は、予防接種専用サイトで接種対象であるかどうかを確認してください。専用サイトと母子健康手帳の接種履 
歴に相違がある場合などは、住民課健康推進グループ（保健師）までご連絡ください。

接 種 日
未 就 学 児 水 曜 日 14時～15時（この時間は一般診療休み） 予防接種

専用サイト
小 学 生 ～19歳 月・ 金 曜 日 ９時～12時、14時～17時

水 曜 日 ９時～12時、15時～17時
予 約 / 受 付
接 種 場 所

あつまクリニック　☎ 27–2422　京町15
前の週の金曜日までに予約が必要です〈予約受付時間:９時～12時、15時～17時〉

持 ち 物 母子健康手帳、予診票

日 程 病　　院　　名 住  所（苫小牧市） 電話(0144)
２日（日） とまこまい脳神経外科 光洋町1‒12‒20 75‒5111
９日（日） 同樹会苫小牧病院 新中野町3‒9‒10 36‒1221
16日（日） 苫小牧日翔病院 矢代町2‒9‒13 72‒7000
17日（月祝） とよた腎泌尿器科クリニック 元中野町2‒17‒12 31‒2000
23日（日） ケーアンドエークリニック 日新町2‒6‒1 71‒2000
30日（日） アーク整形外科クリニック ときわ町3‒15‒34 68‒6111

７月の夜間・日曜・祝日の医療機関

近くの医療機関などが検索できます
http://www.qq.pref.hokkaido.jp　☎0120-20-8699　☎011-221-8699(携帯·PHSから)

※変更になる場合があります。病院や新聞などで事前に確認してください。

外科系

対象者 標準的な接種期間と回数
ロタウイルス（１価） 生後６～24週未満 27日以上あけて２回　※１回目は14週６日までに接種

B型肝炎 生後２カ月～１歳未満 （初回）27日以上あけて２回
（追加）１回目終了後から20週以上あけて１回

ヒブ 生後２～60カ月未満 （初回）�生後２～７カ月未満（27日以上あけて３回）
（追加）初回後７～13カ月あけて１回

小児肺炎球菌 生後２～60カ月未満 （初回）�生後２～７カ月未満（27日以上あけて３回）
（追加）�生後12～15カ月未満（初回後60日以上あけて１回）

四種混合
（ジフテリア・破傷風・百日咳・ポリオ）生後2～90カ月未満

（初回）�生後３～12カ月未満に20～56日あけて３回
（追加）初回後12～18カ月あけて１回

二種混合
（ジフテリア・破傷風） 11～13歳未満 11歳で１回

BCG 生後５カ月～１歳未満 生後５～8カ月未満に１回
ＭＲ混合

（麻しん・風しん）
（１期）生後12～24カ月まで
（２期）年長児相当（就学前の１年間） １期、２期ともに１回

水痘（水ぼうそう） 生後12～36カ月未満
※すでに罹患済みの場合は対象外

(初回)生後12～15カ月未満に１回
(追加)初回後６～12カ月あけて１回

おたふくかぜ（任意） １歳以上
※すでに罹患済みの場合は対象外

１歳以上で１～２回
※町独自助成により１～３歳までの初回１回のみ無料

日本脳炎
（１期）生後６カ月～７歳６カ月未満
（２期）９～13歳未満
※�特例対象者は20歳未満まで接種可

（１期初回）３歳：６～28日あけて２回
（１期追加）４歳：�１期初回終了後約１年あけて１回
（２　　期）９歳：１回

ＨＰＶ
（ヒトパピローマウイルス）

（9価）
小学校６年生～高校１年生相当の女子

中学１年生(6カ月あけて２回)
※�１回目の接種が15歳を越えた場合は３回(２カ月以上あ
けて２回接種した後、１回目から６カ月以上あけて１回)

苫小牧市夜間休日急病センター
住　　所 苫小牧市旭町2－9－2
電　　話 0144－32－0099 

診療時間
平 日 19時～翌朝7時
土 曜 日 14時～翌朝7時
日曜祝日 ９時～翌朝7時

内科・小児科系

北海道救急医療・広域災害情報システム

診療時間：９時~17時
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健康情報健康情報
住民課健康推進グループ　☎26-7871

（総合ケアセンターゆくり内）

厚真子育て支援センター ☎27－2438　京町152（こども園つみきに併設）
厚南子育て支援センター ☎28－3155　上厚真258‒7（宮の森こども園に併設）
※講座などの申し込みは会場となる子育て支援センターまで

申し込み・問い合わせ・予約・相談

・自由開放　・子育て相談（※要事前連絡）…月曜～金曜日　９時～1２時、13時～1５時
・サークル活動（※予約制）…月曜～金曜日　13時～1５時

Helloえいご・えいごであそぼう
10時～10時30分

隔月、各センターで、ＡＬＴの先生と遊びを通
じて英語に触れる事ができます。開催日は情
報誌をご覧になるか各センターにお問い合わせ
ください。

77月月のの よていよてい

子育て支援センター

子育て講座  あそび講座①
内　容：�前半：手遊び・わらべ歌・体を使った遊びほか

後半：子育てミニ講座「イヤイヤ期のお話し」
日　時：�７月11日（火）10時～11時
場　所：厚真子育て支援センター
定　員：７組
申し込み：�７月４日（火）まで

子育て講座  おはなしのびっこ
内　容：�絵本の読み聞かせ
日　時：�７月27日（木）10時～10時45分
場　所：厚真子育て支援センター
申し込み：�不要

子育て講座  お子さんと一緒に使える虫よけスプレー
内　容：�アロマオイルを使った虫よけスプレー作り
日　時：�７月14日（金）10時～11時
場　所：厚南子育て支援センター
参加費：500円（材料費）
定　員：７組
申し込み：�７月７日（金）まで

―これまでの経歴を教えてください。
東北大学大学院を卒業後、林野庁で７年間勤務してさ

まざまな部署で経験を積みました。中でも北海道内の３
カ所で国有林の管理・計画業務を担当したこと、福島県
喜多方市に林務職員として出向したことは、今の私の原
点です。この経験がきっかけで北海道を拠点に地方行政
で働きたいと思うようになりました。北海道庁へ転職し
て林業木材課で４年間、HOKKAIDO WOODブランド
の立ち上げや周知活動などを担当しました。
―いつから森林や木に興味を持ったのですか？
高校生までは全く興味がありませんでした。遺伝子な

どに興味があったので、大学では生物学を専攻しました。
大学の教授や環境省の方とともにフィールド調査に参加
して、森林や木に興味を持ち始めました。研究室での実
験よりも、地域の人と一緒にチームを作って行うフィー
ルドでの実習がとても楽しかったのです。

―厚真町ではどのようなことをしていますか？
町内の株式会社sonraku（ソンラク）で木質バイオマ

スＣＨＰを運用しています。ＣＨＰとは、発電と熱供給
を同時に行うシステムのことで、地域の未利用木材など
を活用して小規模な発電を行う機械です。発電の際、熱
とバイオ炭と呼ばれる炭が排出されるので、熱は薪など
の木材乾燥に、バイオ炭は土壌改良剤や融雪剤として活
用できないか検討しています。
―所属先はどのような会社ですか？
「火をおこし地域の熱をあげる」というビジョンの下、
小型ＣＨＰやボイラーによる分散型の木質バイオマス利
用の北海道内展開を目指しています。厚真町での事業は
その第一歩です。地域であまり利用されていない木材の
価値を上げ、地域の資源や経済のサステナブル（持続可
能）な循環に貢献したいと考えています。
―3年後はどうなっていたらいいですか？
まずはCHPが安定的に稼働するように取り組みます。

発電の際に発生する熱やバイオ炭も、厚真町に還元でき
る形で活用したいです。これまで自分が携わってきた林
業・木材産業の分野も生かしながら、町内の多様なプレ
イヤーと連携して、面白いことができたらと考えていま
す。

今
いまひろ

廣 佐
さ わ こ

和子さん
協働型協力隊

着任：令和５年４月（１年目）
出身：宮崎県

厚真町で活動している地域おこし協力隊をご紹介！

現在活動している協力隊〈５月末現在〉
農業 ▽9人　教育魅力化 ▽３人　スポーツ ▽1人
起業型 ▽11人　協働型 ▽14人　福祉 ▽１人

今月のテ
ーマ

人生百年時代、自分の歯と共に！

井
いの

上
うえ

　朋
とも

美
み

担  当

保 健 師

６
月
４
～
10
日
は
「
歯
と
口
の

健
康
週
間
」
で
す
。
予
防
歯
科
の

重
要
性
は
さ
ま
ざ
ま
な
と
こ
ろ
で

取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
コ

ロ
ナ
禍
の
影
響
で
歯
科
通
院
を
中

断
し
た
ま
ま
だ
っ
た
り
、
定
期
通

院
が
遠
の
い
て
い
る
…
と
い
う
方

も
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

□
歯
を
磨
く
と
血
が
出
る

□
歯
肉
が
腫
れ
て
い
る

□
歯
が
グ
ラ
グ
ラ
す
る

□
硬
い
も
の
が
噛
み
に
く
い

□
口
臭
が
す
る

□�

歯
茎
が
下
が
り
、
歯
が
長
く

な
っ
た
よ
う
に
見
え
る

□
歯
と
歯
の
隙
間
が
で
き
て
き
た

□
朝
、
口
の
中
が
ネ
バ
ネ
バ
す
る

　
こ
れ
ら
は
、
歯
科
の
２
大
疾
患

の
一
つ
「
歯
周
病
」
の
恐
れ
が
あ

る
サ
イ
ン
で
す
。
日
本
で
は
医
療

の
進
歩
や
予
防
等
の
意
識
向
上
に

伴
い
、
自
歯
の
残
存
率
は
増
え
て

い
ま
す
。
反
面
、
歯
周
疾
患
に
か

か
る
機
会
も
増
え
て
い
ま
す
。
前

記
の
症
状
が
持
続
し
て
い
た
り
複

数
該
当
す
る
場
合
は
、
歯
科
医
院

を
受
診
し
て
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

歯
の
根
元
に
付
着
し
た
食
べ
か

す
を
放
置
す
る
と
、
細
菌
が
繁
殖

し
「
プ
ラ
ー
ク
（
歯
垢
）」
と
な

り
ま
す
。
プ
ラ
ー
ク
内
で
細
菌
が

作
り
出
し
た
毒
素
や
体
の
免
疫
反

応
に
よ
り
、
歯
肉
に
炎
症
（
歯
肉

炎
）
が
起
こ
り
ま
す
。

プ
ラ
ー
ク
は
時
間
が
た
つ
と
石

灰
化
し
て
歯
石
と
な
り
、
歯
磨
き

で
は
取
り
除
け
な
く
な
り
ま
す
。

歯
石
で
は
さ
ら
に
細
菌
が
繁
殖
し

て
、
歯
と
歯
肉
の
隙
間
（
歯
周
ポ

ケ
ッ
ト
）
の
奥
へ
と
進
行
し
、
歯

を
支
え
る
骨
（
歯
槽
骨
）
ま
で
も

溶
か
し
て
い
き
ま
す
（
歯
周
炎
）。

こ
れ
ら
を
合
わ
せ
て
歯
周
病
と
呼

び
、
軽
症
か
ら
重
症
ま
で
程
度
は

さ
ま
ざ
ま
で
す
。

ま
た
次
に
当
て
は
ま
る
方
は
、

よ
り
歯
周
病
を
起
こ
し
や
す
く
注

意
が
必
要
で
す
。

・
糖
尿
病　
・
喫
煙

・
不
規
則
な
食
生
活

・
ス
ト
レ
ス

・�

か
ぶ
せ
物
や
義
歯
が
合
っ
て

い
な
い　

・
歯
ぎ
し
り
や
食
い
し
ば
り

・
妊
娠
中
や
更
年
期　
な
ど

歯
周
病
は
、
細
菌
や
毒
素
が
血

液
等
を
介
し
て
全
身
の
臓
器
に
影

響
を
及
ぼ
す
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

代
表
的
な
も
の
と
し
て
、
糖
尿

病
の
悪
化
、
動
脈
硬
化
の
促
進
や

脳
梗
塞
・
心
筋
梗
塞
、
心
内
膜
炎
、

誤
嚥
性
肺
炎
、
腎
炎
、
妊
婦
さ
ん

で
あ
れ
ば
早
産
や
低
出
生
体
重
児

の
リ
ス
ク
が
高
く
な
る
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
近
年
で
は
認

知
症
の
リ
ス
ク
が
上
が
る
と
の
研

究
結
果
も
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

予
防
の
基
本
は
歯
磨
き
で
す

歯
の
根
元
に
対
し
45
度
の
角
度

で
歯
ブ
ラ
シ
を
当
て
、
力
を
入
れ

過
ぎ
ず
に
細
か
く
動
か
し
歯
垢
を

取
り
除
き
ま
す
。
特
に
就
寝
前
は

丁
寧
に
時
間
を
か
け
ま
し
ょ
う
！

効
果
的
な
歯
磨
き
の
た
め
、
歯
ブ

ラ
シ
は
毛
先
が
開
い
た
ら
交
換

し
、
デ
ン
タ
ル
フ
ロ
ス
や
歯
間
ブ

ラ
シ
も
活
用
し
ま
し
ょ
う
。
一
見

き
れ
い
な
歯
肉
に
見
え
て
も
、
歯

周
病
が
進
行
し
て
い
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
歯
科
医
院
で
は
、
歯
と

口
腔
内
の
チ
ェ
ッ
ク
の
ほ
か
、
歯

石
除
去
な
ど
自
宅
で
で
き
な
い
ケ

ア
も
行
っ
て
も
ら
え
ま
す
の
で
、

定
期
健
診
の
習
慣
も
作
っ
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
日
々
の

ケ
ア
で
美
味
し
く
楽
し
く
元
気
な

毎
日
を
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

こ
ん
な
症
状
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

そ
も
そ
も
歯
周
病
と
は
？

歯
周
病
が
全
身
の
病
気
に

関
係
し
て
い
る
？

５月１日付で健康推進グル
ープに着任しました。
住民の皆さまが、健やかな
毎日を過ごせるように手助
けできる管理栄養士を目指
して日々努力していきます。

管理栄養士
船
ふな
戸
と
 佑
ゆう
香
か
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防災のページ
問い合わせ　総務課 防災グループ ☎27-2481

タイムライン防災について
〔その２〕

町は、住民の命を守ることを目的に、防災関係機
関と連携したタイムライン防災に取り組んでいます。
平成30年北海道胆振東部地震では、川の堤防への
亀裂や山腹の崩壊、大規模な土砂流出による河道閉
塞（土砂による川のせき止め）および厚真ダムの被
害に加え、台風シーズンでもあったため緊急かつ応

急対策として、「厚真地区緊急対応タイムライン」
を策定して現在も運用しています。台風の接近・前
線の影響等による大雨、融雪（雪解け）による厚真
川の洪水と町内全域の土砂災害を対象に、早めの避
難を呼びかけます。自治会、個人や家庭で作るタイ
ムラインと連携することでより効率的になります。

住民が安全に避難できるよう、防災上の現状や課題を踏まえ
町と防災関係機関が連携して防災対策方針や避難に係るルールを計画する。

・避難情報発令の判断、関係機関との連携は？
・住民への避難情報の周知は？

・安否確認や避難状況の報告など、住民に求める行動は？
・避難所の開設時期、運営要領、物資の準備は？　など

自治会や自主防災組織が主体となって、地域住民が安全に避難できるよう
避難支援体制や地域が連携した防災行動を計画する。

・防災情報の収集と共有は？
・避難のタイミング、役場や支援団体等との連携は？

・住民への情報提供、要配慮者等の避難支援は？
・安否確認、避難状況の報告は？　など

災害時に住民一人ひとりが安全を確保できるよう、個人・家族等の防災行動を計画する。
・いつ、どこへ避難？（避難所または親戚・友人・知人宅）
・高齢者等の要配慮者への避難は誰が支援？

・災害時の連絡方法は？
・災害に備え準備する物は？　など

厚真町のタイムライン防災への取り組み

各タイムライン防災の連携

台風の
発生・接近

情報共有
（気象・河川等）

対面またはオンライン会議

運用会議の開催
（町・関係機関協議）

計画に基づいた事前防災行動
・情報収集と共有　・避難情報の発令
・避難の周知　・関係機関との連携

など

防災上の課題・要望例
・�地域住民への呼びかけのため�
避難情報を早くだしてほしい。

・安全な避難所が少ない。

防災上の課題・要望例
・祖父母の避難を手伝ってほしい。
・道路の冠水状況を教えてほしい。

防災対応の支援・住民へのお願い例
・空振り覚悟で早めに避難情報を発令します。
・�垂直避難や要配慮者の避難支援を地域で�
検討してください。

防災対応の支援・住民へのお願い例
・地域で協力して避難支援します。
・自宅周辺の道路状況を教えてください。

厚真町と各防災関係機関が作成・運用する『厚真地区緊急対応タイムライン』

自治会や自主防災組織などが作成・運用する『コミュニティタイムライン』

個人や各家庭で作成・運用する『マイタイムライン』

住宅用火災警報器を設置しましょう

問い合わせ
胆振東部消防組合
消防署厚真支署
☎26‒7119

あなたは、火気の使用中に台所から離れていませんか？

住宅用火災警報器の設置は、消防法で義務づけられています。町内の設置率は
４月末時点で全世帯数の92.7％です。胆振東部消防組合消防署厚真支署では
未設置の住宅への普及・促進に取り組んでいます。

料理中のフライパンを火をかけたのを忘れて畑で作業していると、居間に
設置している住宅用火災警報器が鳴動し、台所のフライパンから出た煙が部
屋に充満しているのを発見した。換気後、火を止めて水道水を掛けたため火
災には至らなかった。
住宅用火災警報器は、火災の早期発見や初期消火を促し、大切な命を守る
ことに繋がります。火気の使用中は、絶対に目を離さないようお願いします。

ファイターズ戦にご招待！ファイターズ戦にご招待！
厚真町応援デー厚真町応援デー

エスコンフィールドHOKKAIDOで開かれる北海道
日本ハムファイターズの試合に町内にお住いの方を
無料で招待します。
※応募多数の場合は抽選となります。

•対象試合　�７月13日（木）�
東北楽天ゴールデンイーグルス戦�
試合開始：13時�
会場：エスコンフィールドHOKKAIDO

•招待枚数： 100組200人
•対象席種：�エスコンフィールド指定席�

（塁側・座席位置は選べません）

•申込方法　�ＱＲコードから申し込みフォームに
アクセスしてお申し込みください。

•申込期間：6月30日(金)まで

•席の変更
当選者の方で別の席種・お座席の追加購入をご希望される場合は、試合前日までお送りするチケット（QR
コード入場券）の「変更する」ボタンから座席変更・チケット追加購入が可能です。（有料・残席がある場
合のみ）
•チケットの受け取り
当落通知は、締切後1週間以内にメールにて送付いたします。〔fighters.co.jp〕および〔fmail.fighters.
co.jp〕の各ドメインからのメールを受信できるよう事前に設定をお願いいたします。
チケット(QR入場券)は当選通知と共にメールにてお送りいたします。ご入場の際はQR入場券をご提示く
ださい。
•個人情報
応募いただきました個人情報は、㈱ファイターズ スポーツ＆エンターテ
イメントが適切に管理し、本件を含むチケット関連のDM・アンケート等
による案内以外には利用されません。
•注意事項
球場内でファウルボールや折れたバット等により負傷された場合、応急処
置はいたしますが、主催者・球場管理者に帰責事由がある場合を除き、そ
の後の責任は負いかねますので、ご了承ください。

〔問い合わせ〕
北海道日本ハムファイターズ　☎0570-005-586
（平日10時～17時30分） ©H.N.F.
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３歳以下のお子さんの写真
を募集しています。住所、氏
名（ふりがな）、生年月日、
性別、両親の氏名（ふりが
な）、電話番号を明記の上、 
まちづくり推進課企画調整
グループへ。

かわかみ ひよりさん

たかはし かよさん
なかの しゅうごさん

〈メール〉kikaku@town.atsuma.lg.jp

問い合わせ　こぶしの湯あつま ☎26-7126
※イベントは予告なく変更することがあります。

イベントカレンダー７月
毎週日曜 ちびっこデー▷小学生はスタンプ2個
毎週月曜 シルバーデー▷65歳以上はポイント３倍
毎週火曜  メンズデー▷男性はスタンプ2個
毎週水曜  �高齢者無料入浴券の日
▷町交付の無料券利用でレストランの�
ヘルシーセットが770円→570円
毎週木曜  レディースデー▷女性はスタンプ2個
最終金曜  町民の日
▷�誕生月の町民はレストラン利用で入浴無料
毎月26日 �風呂の日▷町民は入浴無料（町内在住が

確認できる身分証明書等の提示が必要）
※無料対象外はポイント３倍、スタンプ
２個

2と6のつく日 ▷ポイント3倍
5のつく日 ▷町交付の無料券利用でポイント５倍

日 月 火 水 木 金 土
１

2 ３倍 3 4 5 6 ３倍 7 ８
ちびっこ シルバー メンズ 高齢者券 レディース

9 10 11 12 ３倍 13 14 2倍 15
ちびっこ シルバー メンズ 高齢者券 レディース ○
16 ３倍 17 18 19 20 21 22 ３倍
ちびっこ シルバー メンズ 高齢者券 レディース
23 24 25 2倍 26 27 28 29
ちびっこ シルバー メンズ 高齢者券

風呂の日 レディース 町民の日

30 31
ちびっこ シルバー

自 衛 官 募 集

一般曹候補生
〇応募資格 : 18歳以上33歳未満（32歳は要連絡）
〇受付期間 : ７月１日（土）～９月５日（火）（締切日必着）
〇試験日程 : ９月15日（金）～24日（日）のいずれか１日
〇試験科目 : 筆記試験（国語・数学・英語・作文、適性検査）
自衛官候補生
〇応募資格 : 18歳以上33歳未満（32歳は要連絡）
〇受付期間 : ７月１日（土）～８月18日（金）（締切日必着）
〇試験日程 : ８月25日（金）～28日（月）のいずれか１日
〇試験科目 : �筆記試験（国語・数学・社会・作文・適性検査）、

口述試験、身体検査
防衛大学校学生（一般）
〇応募資格 : 18歳以上21歳未満
〇受付期間 : ７月１日（土）～10月18日（水）（締切日必着）
〇試験日程 : 10月28日（土）
〇試験科目 : �理工学・筆記試験（英語・数学・理科）／人文・社

会科学・筆記試験（国語・英語・数学・社会）

防衛医科大学校（看護学科学生）
〇応募資格 : 18歳以上21歳未満
〇受付期間 : ７月１日（土）～10月４日（水）（締切日必着）
〇試験日程 : 10月14日（土）
〇試験科目 : 筆記試験（国語・外国語・数学・理科・小論文）
航空学生
〇応募資格 : �航空要員は18歳以上21歳未満、海上要員は

18歳以上23歳未満
〇受付期間 : ７月１日（土）～９月７日（木）（締切日必着）
〇試験日程 : ９月18日（月祝）
〇試験科目 : �筆記試験（国語・数学・英語・地理歴史、公民ま

たは理科のうち1科目・適正検査）
※試験日程は変更になる場合があります。

［問い合わせ］
自衛隊札幌地方協力本部苫小牧出張所☎0144-32-3725

☎…電話　E …Ｅメール　H…ホームページ　FAX…ファックス 情報ひろば

札
幌
国
税
局
で
は
、
国
税
局
や
税
務
署

に
お
い
て
、
税
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
と
し

て
活
躍
す
る
税
務
職
員
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
令
和
５
年
度
の
採
用
試
験
の
概
要
は

次
の
と
お
り
で
す
。

■
受
験
資
格

①
令
和
５
年
４
月
１
日
で
高
等
学
校
ま

た
は
中
等
教
育
学
校
を
卒
業
し
た
翌
日
か

ら
起
算
し
て
３
年
を
経
過
し
て
い
な
い
方

②
令
和
６
年
３
月
末
ま
で
に
高
等
学
校

ま
た
は
中
等
教
育
学
校
を
卒
業
す
る
見
込

み
の
方

■
申
し
込
み
方
法

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
行
っ
て
く
だ
さ

い
。
Hhttps://w

w
w
.jinji-shiken.

go.jp/juken.htm
l

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
し
込
み
が
で
き

な
い
場
合
は
、
第
１
次
試
験
地
を
所
轄
す

る
国
税
局
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
受
付
期
間

６
月
19
日（
月
）９
時
～
６
月
28
日（
水
）

※
受
信
有
効

■
第
１
次
試
験

試
験
日
▽
９
月
３
日（
日
）

試
験
内
容
▽
基
礎
能
力
試
験
、
適
正
試

験
、
作
文
試
験

合
格
発
表
日
▽
10
月
５
日（
木
）

■
第
２
次
試
験

試
験
日
▽
10
月
11
日（
水
）～
20
日

（
金
）の
う
ち
指
定
す
る
日

試
験
内
容
▽
人
物
試
験
、
身
体
検
査

合
格
発
表
日
▽
11
月
14
日
（
火
）

■
問
い
合
わ
せ

札
幌
国
税
局
人
事
第
２
課
採
用
担
当

（
☎
０
１
１
－
２
３
１
－
５
０
１
１
、
内

線
２
３
１
５
）
ま
た
は
苫
小
牧
税
務
署
総

務
課
（
☎
０
１
４
４
－
32
－
３
１
６
５
、

自
動
音
声
案
内
２
番
）

来
年
３
月
の
新
規
高
卒
者
用
の
求
人
受

付
が
、
６
月
１
日
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

来
春
卒
業
予
定
の
就
職
を
希
望
す
る
高

校
生
は
、
地
元
で
の
就
職
を
強
く
希
望
し

て
い
ま
す
。
特
に
、
女
子
生
徒
が
多
く
希

望
す
る
「
事
務
職
・
販
売
職
」
の
求
人
が

不
足
し
て
い
ま
す
。

早
期
求
人
提
出
は
新
規
高
卒
人
材
を
確

保
す
る
た
め
の
基
本
と
な
り
ま
す
。
採
用

を
ご
検
討
の
際
は
、
早
期
求
人
提
出
に
ご

理
解
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
苫
小
牧
学
卒
支
援
担
当

（
苫
小
牧
市
港
町
１
－
６
－
15
、
☎
０
１

４
４
－
32
－
５
２
２
１
、
部
門
コ
ー
ド
４

２
＃
）

税
務
職
員
を
募
集
し
ま
す

新
規
高
卒
者
向
け
の
求
人
受
付
開
始

町社会福祉協議会への寄付

町への寄付
岩倉建設株式会社　現金500万円
菱中建設株式会社　現金150万円

10時30分～11時
４日（火）、５日（水）、７日（金）、11日（火）
13日（木）、19日（水）、20日（木）、25日（火）
26日（水）、27日（木）、31日（月）

13時30分～14時
６日（木）、14日（金）、21日（金）、28日（金）

 （一社）苫小牧地区交通安全協会
☎0144-33-1458

苫小牧市交通安全センターで行ってい
る運転免許証更新時講習（優良）の日程
をお知らせします。
この他の講習日程（一般、違反、初回）
については、下記までお問い合わせく
ださい。

７ 月

運 転 免 許 証
更 新 時 講 習

ま ち の 善 意

町 税 ・ 保 険 料
今 月 の 納 期

問い合わせ
住民課 税務グループ　☎26‒7871
住民課 福祉グループ　☎26‒7872

科目 町 道 民 税（第１期）
介 護 保 険 料（第１期）

納期 ６月30日（金）

太陽光パネル・蓄電池の共同購入

「みんなのおうちに太陽光」
自宅の屋根でできる太陽光パネルや発電した電気を貯める蓄電池を共同購入するこ
とで、単独購入よりお得な価格での購入が見込めるキャンペーンです。

■共同購入の流れ
①登録：登録は無料で、登録しても購入の義務はありません。
　　　　登録期間は７月31日（月）まで。
②施工業者選定：キャンペーン事務局が入札で施工業者を選びます。
③事前見積もり：登録者に事前見積もりを送ります。
④購入の判断：８月７日（月）までに購入するか否かを判断してください。
⑤�契約・施工：施工業者が自宅の屋根を確認し、最終見積もりを送り
ます。それを見て契約するかどうかを最終的に判断してください。

【問い合わせ】
北海道 みんなのおうちに太陽光事務局
☎0120‒216‒100（平日10時～18時）

詳しくはウェブサイトを
ご覧ください。

町の住宅太陽光発電システム設置補助金との併用も可能です。
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生
徒
会
活
動
の
中
で
、
先
輩
か
ら

引
き
継
ぎ
力
を
注
い
で
い
る
の
が

「
ピ
ン
ク
シ
ャ
ツ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

で
す
。
平
成
19
年
、
カ
ナ
ダ
の
中
学

３
年
生
の
男
子
生
徒
が
、
ピ
ン
ク
色

の
シ
ャ
ツ
を
着
て
登
校
し
た
時
に
暴

力
を
振
る
わ
れ
る
い
じ
め
が
起
き
ま

し
た
。
そ
れ
を
知
っ
た
上
級
生
が
、

い
じ
め
を
な
く
す
た
め
、
他
の
生
徒

に
呼
び
掛
け
て
ピ
ン
ク
色
の
シ
ャ
ツ

な
ど
を
着
て
登
校
す
る
よ
う
に
呼
び

か
け
る
と
、
多
く
の
生
徒
が
賛
同
し

い
じ
め
が
な
く
な
っ
た
と
い
う
運
動

で
す
。「
多
感
な
時
期
に
い
じ
め
問

題
を
意
識
し
よ
う
」
と
、
厚
真
中
学

校
で
も
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
受
け
継
が

れ
て
い
ま
す
。

校
内
で
い
じ
め
が
問
題
に
な
っ
て

い
る
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、「
み

ん
な
で
い
じ
め
問
題
を
意
識
す
る
こ

と
で
、
い
じ
め
を
抑
止
で
き
る
と

思
っ
て
い
ま
す
」
と
小
山
さ
ん
は
説

明
し
て
く
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
い
じ

め
問
題
に
対
し
て
生
徒
一
人
ひ
と
り

が
ピ
ン
ク
色
の
シ
ャ
ツ
型
カ
ー
ド
に

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
書
い
て
貼
り
、
町
内

の
小
学
校
や
公
共
施
設
に
掲
示
し
て

い
ま
す
。「
学
校
に
と
ど
ま
ら
ず
、

僕
た
ち
の
活
動
を
、
広
く
町
民
の
皆

さ
ん
に
も
知
っ
て
も
ら
え
た
ら
と
考

え
ま
し
た
。
そ
し
て
、
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
通
し
て
、
思
い
や
り
の
気
持
ち
が

広
が
る
と
い
い
な
と
も
思
っ
て
い
ま

す
」。

「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」「
こ
ん

に
ち
は
」。
生
徒
は
通
学
中
、
す
れ

違
う
人
に
率
先
し
て
あ
い
さ
つ
し
ま

す
。
生
徒
会
で
取
り
組
む
あ
い
さ
つ

運
動
で
す
。「
年
代
を
問
わ
ず
、
気

さ
く
に
応
え
て
く
れ
ま
す
。
返
答
の

あ
い
さ
つ
か
ら
感
じ
る
人
の
優
し
さ

が
、
厚
真
の
魅
力
の
一
つ
で
す
」。

小
山
さ
ん
は
、
生
徒
玄
関
に
あ
っ

た
目
安
箱
を
撤
去
し
、
各
教
室
に
置

き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
問
題
提
起

や
ア
イ
デ
ア
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
意

見
が
投
函
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
互
い
を
認
め
合
う
雰
囲
気
が
、

学
校
生
活
の
中
で
強
ま
っ
て
い
る
と

感
じ
て
い
ま
す
。

「
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
て
笑
顔

あ
ふ
れ
る
学
校
に
し
よ
う
」。
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
ま
す
。

西
日
が
ま
ぶ
し
い
校
舎
２
階
の
ホ
ー
ル
に
、
厚
真
中

学
校
生
徒
会
執
行
部
の
活
気
あ
る
会
話
が
響
い
て
い
ま

し
た
。
中
心
で
さ
ま
ざ
ま
な
声
に
耳
を
傾
け
る
の
は
、

３
年
生
の
生
徒
会
長
、
小
山
蒼
太
さ
ん
で
す
。
意
見
を

出
し
合
い
な
が
ら
、
楽
し
い
学
校
生
活
を
送
り
た
い
と
、

活
発
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

学
校
の
図
書
室
で
小
山
さ
ん
に
話
を
聞
き
ま
し
た
。厚真中学校生徒会長

小
こ　やま

山 蒼
そう

太
た

さん
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笑顔があふれる学校に

厚真で暮らす人、働く人、応援してくれる人、訪れる人・・・
みんな、みんな、


